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第１２回北海道自転車活用等推進連携会議 議事録 

 

１ 開催日時 

令和８年（2026 年）６月５日（金） 13:30～14:50 

 

２ 開催場所 

 北海道水産ビル ４階 ４Ｓ会議室 

札幌市中央区北 3 条西 7 丁目 1 番地  

 

３ 出席者 

 別紙出席者名簿のとおり 

 

４ 議 題 

(1)  第 3 期北海道自転車利活用推進計画について 

(2)  北海道自転車利活用推進計画の推進管理について 

(3)  自転車安全推進分科会の開催状況について 

 

５ 議 事  

(1)  第３期北海道自転車利活用推進計画について 

事務局より資料 1 について説明後、第 3 期計画に掲載した本連携会議のアドバイザーである

萩原北海道大学名誉教授執筆のレポートを紹介した。続いてその内容について萩原名誉教授よ

り補足説明及び解説をいただいた。 

 

【北海道大学名誉教授 萩原亨】 

○ ここで書かせてもらった内容は、これを仕切っていた交通局長が書いている「ストリー 

トファイト」という書物です。読んでいただければと思います。 

 

◯ ニューヨークは見た目はきれいな街ですが、実際はほとんど車社会で、車でしか移動し

ないような街です。黄色いタクシーもたくさん走っています。そのような街の中で、自転

車のために車線を割き、放射に空間を作っていく取り組みが、20 年くらいにわたって実施

されてきました。 

 

○ それは本当に大変な取り組みで、「ストリートファイト」というタイトルですが、本当

に「ファイト」という言葉が当てはまるような内容です。それほど大変な力を入れて取り

組んできた経緯が書かれています。 

 

◯ ニューヨークではシティバンクという、大きな会社がくっついて運営しています。非常 

に力を入れて取り組まれており、すごい勢いで普及していきました。 

 

◯ それから、車線がどんどん自転車や歩行者専用に切り替えられました。もともと 4～5 

車線あった道路が、今では車線が 1 車線くらいしかないような状況まで減っており、非常 

に安心して自転車に乗れる環境になっています。 

 

○ 私自身も少し驚いたのですが、4～5 か月前だったと思いますが、テレビでタレントさん 

２人がニューヨークを 1 日旅行して食事をするという番組を見ました。その中で、写真に 

もありますが、ブルックリンブリッジを歩いて渡った後、自転車に乗っていたんです。 

 

○ お二人とも有名人ですので、もし事故やけががあったら大変です。それでも自転車に乗 

せていたということは、プロデューサーも「安全だ」と判断したのだと思います。ニュー 

ヨークでタレントを自転車に乗せられる、そのくらいのレベルまで環境が整ってきたとい 

うことを象徴しているのではないかと思っています。 
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○ それでは車はどうなったのかという話ですが、今はマンハッタンの上のほうで首を絞め 

るような形になっていて、1 回通るたびに 9 ドル取られるという仕組みになっています。 

その結果、流入する車が 30％くらい減っています。 

 

○ 札幌は少し円形の都市ですので、料金を取ろうと思えば取れるのかもしれませんが、な 

かなか難しいかもしれません。ただ、日本でもスーパーの駐車場などではカメラで車を認 

識して料金を取っています。カメラで撮るんですよ、流入してくる車を。多少の失敗はあ 

りますが、99％くらいは問題なく撮れるので。確実に 9 ドルを取られるというようなこと 

をやっており、かなり渋滞状況は軽減されています。 

 

○ その中で一番驚いたのは、「インフラにお金をかけてはいけない」という考え方です。 

インフラにお金をかけてはいけないというのは土木の敵のような話で、土木の仕事をして 

いる私たちからすると、少し複雑な気持ちになりますが、とにかく、インフラにお金をか 

けるのはやめましょうと。あるもの、ある空間をそのまま転用して、ちゃちな椅子、ちゃ 

ちな机、ちゃちな道路でいいからそのまま転用しようと。そこがすごいですね。日本の場

合は、とにかく物重視で、我々にとっては非常にありがたいことではありますが、ニュー

ヨークはそれをやらないと。 

 

○ もう一つ、これは本当かどうかは分かりませんが、土地の値段、ビルの価値が上がり、 

地域の価値が金銭的にも上がっています。お金をかけていないにもかかわらず地域の価値 

が上がるわけですから、割り算をしたらすさまじい効果になるということが書かれていま 

す。 

 

○ この本を読んでいただくと、「すごいな」ということが書かれていますので、紹介させ 

てもらいました。ぜひ本を読んでいただくことと、実物を見ていただくことがあれば良い 

と思います。札幌や北海道でも、このような取り組みが実施されるようになればよいので 

はないかと思っています。 

 

（2）北海道自転車利活用推進計画の推進管理について 

   事務局より資料 2 について説明後、萩原名誉教授より、議事(1)(2)についてアドバイスをい 

ただいた。 

 

【北海道大学名誉教授 萩原亨】 

○ 大変よくまとまっていると思いますし、この内容を実現していくことができれば、とて 

も良いのではないかと思っています。 

 

○ ただ、北海道だけでこれらを十分に達成できるわけではありません。やはり、ここにい 

らっしゃる関係各機関との連携が大事ですし、個々の機関が個別に活動されていますの 

で、それらの情報を送ってもらったりするなど、「ほかのところでもこういうことをやっ 

たほうがいいのではないか」という、玉の受け渡しみたいな関係があれば、さらに良い方 

向に向かっていくのではないかと考えています。 

 

○ ぜひ皆様のご協力をいただければと思います。 

 

（3）自転車安全推進分科会の開催状況について 

自転車安全推進分科会の事務局（環境生活部地域安全課）より資料 3 について説明があった。 

 

６ その他 

各機関より、次のとおり、情報・話題提供があった。 

 

【北海道開発局 建設部道路計画課道路調査専門官 前田 哲哉】 
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○ 北海道サイクルルート連携協議会では、北海道サイクルルート連携協議会アドバイザリ

ー会議を設置しており、北海道開発局と北海道庁が事務局となり、令和元年度からこれま

でに 7 回開催しております。 

 

◯ 走行環境に関する主な取組として、案内看板や矢羽根の設置を継続するとともに、関連

事業とあわせた路肩の拡幅など、交通安全に資する取組を行っております。また、整備状

況の見える化を図るための進捗管理や、排水桝の段差を解消するような桝へ少しずつ取り

替えていくことも進めております。さらに、有識者やルート関係者による現地視察や意見

交換会を全道で行っており、各地域で他の事例を紹介するなどの取組を行っています。 

 

◯ 受入環境に関する取組として、「サイクリスト応援カー」という取組を行っており、一

部の地区から始めましたが、現在は全道展開をしており、道路・河川パトロールカーが、

サイクリスト応援のシールを貼り、自転車で困った人が手を挙げてくれれば、パトロール

カーが止まって、空気入れや工具を貸し出すなどの支援を行っております。また、セコマ

グループと連携し、店舗へのサイクルラックや自転車工具を設置しており、セコマ様と少

しずつ自転車環境を整えていくという取組を行っています。あわせて、昨年度からは「サ

イクリングトレイル観光推進プロジェクト」として、地方部で不足するトイレ環境を補う

ため、現場事務所のトイレを開放する取組を行っております。こちらは網走のほうなど、

道東で始まりましたが、これも全道展開すべく、色々と今、開発局のほうで進めている取

組となります。 

 

◯ 情報発信に関する取組として、今年度から 5 月の自転車月間に合わせて、道の駅や中継

施設などでサイクルパネル展を開催しております。また、自転車利用環境向上会議への参

加や「ベストサイクルプロジェクト 2025」の取組も継続しております。 

 

◯ 令和 7 年度には、北海道開発局と連携協定を結んでいるプロバスケットチームのレバン

ガ北海道様と協力し、またシェアサイクルのポロクル様とも連携し、自転車交通ルールの

啓発動画を作成いたしました。こちら道警様にも全面協力いただきまして、開発局、ポロ

クル様、道警様の 3 者で、8 月に X に投稿し、自転車啓発を行いました。8 月１日からちょ

うど夏休み期間中に終わるよう投稿をし、全部で 11 個で、大体 10 万回くらいの閲覧数が

見られました。若い方、高校生などそういう方も見ているようなコメントが入ってきてい

たので、このようなスポーツ団体との連携による啓発は効果的であると考えております。

動画は北海道開発局公式 YouTube で公開しており、公共目的であればご連絡のうえ自由に

ご活用いただけますし、もし必要であればデータもお渡しできますので、お問い合わせい

ただければと思います。 

 

【特定非営利活動法人ポロクル 事務局長 山本 純江】 

○ ポロクルの状況につきまして、簡単にご紹介させていただければと思っております。 

ポロクルのサービスですが、今年も 4 月 5 日から営業をスタートいたしました。今年は地

下鉄二十四軒駅にポートを新設いたしまして、エリアを少しだけ西に拡大した状況となっ

てございます。また、先日 6 月 3 日に新たに北大の南門の外の方にポートが 1 カ所オープ

ンしまして、ポートは現在、67 カ所となりました。資料では、5 月末時点のものを載せて

おり、新しいポートは載っておりませんが、全部で今 67 カ所となっております。料金につ

きましては、1 回月額、法人は昨年と同様なのですが、新たに日を跨いで利用することが

できる 12 時間パスというものを導入しております。さらに 8 月のシステム更新によりまし

て、アプリで 3 時間、6 時間利用できるパスというものも新たに販売していきたいと考え

ているところです。 

 

○ 今年度の新たな取組といたしまして、札幌のプロのバレーボールチーム、今シーズンか 

 ら SV リーグでプレイをすることが決まっております、北海道イエロースターズ様と包括 

連携協定を締結させていただきました。この協定は、双方の強みを活かしながら交通安 

全の啓発ですとか、地域活性化、健康増進を目的として締結したものとなってございます。 
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取組の 1 つといたしまして、ポロクルの車体に選手 1 人 1 人が掲出された赤い自転車です 

とか、黄色く着色いたしました特別仕様車のイエスタ号を導入しまして、また、一部の車 

両には選手の直筆サインが書かれているものもございます。いつもの移動の中で特別な車 

両に出会う「楽しい」を創出することを目的として、実施しているものとなってございま 

す。今後の取組予定といたしましては、選手の方と安全啓発の動画ですとか、自転車利活 

用促進に向けた動画なども作っていきたいと思っております。さらに予定があえば、街頭 

イベントなども一緒にできればということで、今話を進めさせていただいているところで 

す。 

 

○ 今シーズンで 3 年目を迎えます、イオン北海道様との取組で、自転車のヘルメットが、 

ポロクルの会員さんですと、特別割引価格で購入できる安全応援割を今年も実施しており 

ます。ユーザーへの周知や、イベントの際のヘルメット着用促進の周知、車体広告やポー 

トでの PR も行いまして、引き続きヘルメットを身近に感じていただけるような取組を継 

続してまいりたいと思っております。 

 

○ また、資料は用意できておりませんが、ポロクルの最近の利用状況について、少し紹介 

させていただきたいと思います。利用回数につきましては、昨年の同時期と比較しますと、 

2 割ほど減少している状況です。またシーズン中に 1 回でも自転車を利用したことがある 

ユニークユーザーは、昨年と比較すると 15％ほど減少しているという状況です。エリア全 

体的に利用というものは落ちているのですが、特に都心部内々での移動が減っているよう 

に見受けられているところです。 

 

○ また、システム提供をいただいているドコモのバイクシェア様が全国のシェアサイクル 

ユーザーへ向けてアンケートを行った結果もあがってきておりまして、全道と全国の意識 

についても簡単に集計をした結果なんですが、青切符制度の認知度につきましては、大き 

な地域差というのは見受けられなかったんですけれども、自転車を利用する頻度が減って 

いると答えた方が、道内の方は道外の方と比べると、1 割以上減っていると答えた方が多 

かったという状況となってございまして、あきらかに道外と比較すると乗り控えみたいな 

状況が強いのかなと思っております。こちらのアンケートのフリーアンサーといたしまし 

ては、何が違反か分からないといったルールの曖昧さや分かりづらさ、周知不足を指摘す 

るような声ですとか、歩車分離式信号、スクランブル交差点などの通行方法が良く分から 

ないといった声、走行環境の未整備ですとか、車道通行の恐怖などを指摘するような声も 

見られました。 

 

○ これらを踏まえまして、ポロクルといたしましても、利用状況やユーザーの声を引き続 

き分析してまいりまして、関係者の皆様と連携しながらルールの周知ですとか、自転車利 

活用促進に向けて取り組んで参りたいと考えておりますので、引き続きどうぞよろしくお 

願いいたします。 

 

 

会議の最後に、萩原名誉教授よりコメントをいただいた。 

 

 【北海道大学名誉教授 萩原亨】 

○ 北海道内の事故では、小中学生が一番の課題です。特にヘルメットの着用率の低さに加 

え、交通ルールそのものを知らないことが非常に大きな課題になっています。 

 

○ 小学生では 7 歳、小学 1 年生が交通事故のピーク値であり、初めて一人で行動する機会 

が増えることで事故が発生するケースが多いです。そのピークから、段々と歳と取ると収 

まっていくという傾向があります。北海道、札幌は違いますが、自転車で通学させている 

中学校、高校があり、結構な頻度で危ない通学状況が見られます。速度の速い車と 1 発ぶ 

つかってしまうと大変なことになります。 
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○ 今、集中すべきことは、小中高校生に、先ほど良いビデオの紹介もありましたが、いか 

にこれらを見せるかという努力がすごく大事なのではないかと私自身思っております。 

 

○ ヘルメットを貸与してくれている町村も結構あるんですが、全部貸与かっていうと、そ 

れはまたどうかなっていう感じもしますし、何とかこう、ヘルメットを普及させていくと 

いう努力と、ルールを小中高生に伝えるという努力は、やらないとまずいと思います。ル 

ールを知らないですから。知らないので、何でこっちじゃだめなのって話になりますので、 

何でって言ったら自転車は車だからという話、そこのところをしっかり教え込むと。 

 

○ 小中高で授業の時間を使えればもちろん良いですが、今の先生や学校の仕組みでは、そ 

のような余裕はございません。そこにも 1 つハードルがあり、教えること自体にもハード 

ルがありますので、やはりいろんな行政団体がですね、そこのハードルを見た上で、それ 

を何とかクリアして、材料としては今北海道開発局さんが作ったようなビデオ、そういう 

ものを、例えば、学校の休み時間に流すとか、もう強制的に見ようというようなことをや 

ってもらうぐらいであれば、そんなに負担ではないと思うんですね。 

 

◯ 可能であれば、行政の方に来てもらって、講義してもらうのが一番分かりやすくていい

んですが、それはそれでまた人的余裕もないんで、なかなか難しい。ですが、こういうこ

とを日常的にやってもらいつつ、専門家、専門性のある方に 20、30 分説明してもらって、

ルールを守ることが最も大事であると。こういうルールがありますってことをお伝えして

いく努力がやっぱ必要で、もっともっとプッシュしてもらえればありがたいかなと。それ

ほどお金のかかる話でもないので、ぜひそれが今必要なことじゃないかなと私自身は、自

転車に関しては思っているところになります。 

 

◯ 色々な関係機関ございますのでぜひご協力いただいて、学校にプッシュしていくという

活動、あと、学校側にもちょっと聞いてもらって、やってもいいよという学校とそうでも

ないという学校もありますし、やりたいっていうところになるべく行かせてもらってやっ

ていけば、差がついていくと思うんですね、やったところとやらなかったところ。そうい

う、お子様、生徒さんって結構素直で、言うこと聞きますよね、大人の方と違ってですね。

守るんですよね。結構守るので、うまく伝えてしまえば、しめたものと思いますので、ぜ

ひそういう方法をお願いできればなと思います。 

 

◯ 私はずっと、この話はしたくて、ここに来させていただきました。こういう活動の一端

になると思うんですが、ぜひご協力いただければなと思います。 

 

 

以上 


